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実践報告（Report）

8 つの園実践がひびきあった食育活動⑴
――研究の流れと実践 1――

The Food Education Activity that Eight Nursery Practice Affected（1）
− Flow and Practice 1 of the Study −
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摘 要

本論は，中村区の民間 8ヶ園が長年培ってきた学習と交流の場を基盤として，園児
の食の今日的課題の把握と改善を試みた実践報告である。特長としては，①8ヶ園全
園が年に 2回，同一食材による共通食育実践期間を設け，保育の中心に食育を位置づ
けたこと。②保育室と給食室が連携し，給食職員の積極的な保育参画を試みたこと。
③親への広報活動を強化し，乳幼児期の食の重要性への理解を促すとともに，簡単レ
シピの考案と実践を通して連携を深めたこと。以上 3点があげられよう。これらの実
践により，園児と親の食への関心は予想以上に高まり，現在も継続されている。また，
保育士と給食職員間の意思の疎通も豊かになり，さらなる食育の可能性と協同性がみ
えてきている。
キーワード：食育，食生活の課題，共通保育実践，給食室との連携，親との連携
Key words：food education, problem of the eating habits, common practice of the child-

care, cooperation with the lunch room, cooperation with parents

１．はじめに

本論で取り上げる実践報告は，2013年 2月，名古屋市公会堂で行われた平成 24年

椙山女学園大学教育学部紀要（Journal of the School of Education, Sugiyama Jogakuen University）7：237−249（2014）

1）けやきの木保育園，2）中村保育園，3）稲葉地保育園，4）並木保育園，5）愛厚つみき保育園，6）日吉保育
園，7）柳保育園，8）永信保育園，9）椙山女学園大学教育学部
椙山女学園大学教育学部紀要 投稿・執筆規程の 2による査読付き論文（2014年 1月 10日受付；
2014年 1月 16日受理）
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度愛知県保育研究集会において珠川賞（1）を受賞し，発表公開したものである。発表
は研究グループを代表者して，平松が行った。本論はその発表原稿に一部加筆したも
のである。
本論の実践の場となった名古屋市中村区には，古い歴史のある大規模保育園から，

小規模の乳児専門保育園，公立保育園を民営化受託して最近開園した園まで，タイプ
の異なる民間保育園（12ヶ園）が集まっていて，今回発表の 8ヶ園を中心に保育の
学習会や交流会が盛んに行われてきた。中でも，給食職員が手作りおやつや給食を持
ち寄って開催する試食交流会は好評で，レシピを教え合ったり，各園の工夫を自園に
持ち帰って実践したりする共同的学びの気風が培われている。
その長年にわたる交流会の中で，昨今の園児の食に対する不安や問題点を指摘する

声や，家庭での食生活を危惧する声がくり返し出された。そして，まず自分たちの足
元から「保育園給食を見つめ直してみよう」という共通の思いが生まれ，食育研究グ
ループが立ちあがった。さらに，指導・助言者として石橋を加え，給食室職員や保育
士の参加協力を得ながら本研究に着手した。
以上のような背景から，本研究では，園児の食生活に関する気になる姿を出し合う

だけに留まらず，「今，保育園給食では何が求められ，何ができるのか」について，8

ヶ園共通の保育実践を通して明らかにすることを目的とした。そしてその輪を，家庭
と園児の一生にわたる食への意識づけへと広げていきたいと願っている。

２．研究の流れ

この研究の全体像は右のとお
りである。（図 1参照）

図１．本研究の流れと全体像
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図２．本研究に参加した職員の内訳

３．園児の食生活の実態把握

まず先に述べた研究課題を明らかにするため
に，区内の民間保育園職員 171名（保育士 141

人，給食室 21人，その他 9人）に園児の食に
関する意識調査を実施した（図 2参照）。調査
では，園児や家庭の食生活に関する事項につい
て，気になっているか否かを複数回答で求め
た。その結果から，大きく分けて子どもの側面
からの問題点とそれをとりまく親たちの大変さ
の二つが浮き彫りになった（図 3参照）。
保育園の中で気になる子どもの様子では，「生

活リズムの乱れ」や，「マナーの悪さ」「咀嚼力の低下」ならびに「アレルギー症状」
が顕著に出された。家庭生活で気になる事項は「朝食抜」「コンビニ・ファーストフー
ド」や「お手軽レトルト」の利用が高いことが保育者として気になっていることがう
かがわれた。そのことは，食生活の大部分を占める家庭生活では，「就寝時間が遅い」
「帰宅時間が遅い」など親の労働時間の延長などから，親たちの生活の背景と子ども
の生活が密接にかかわっていることがわかる。
この意識調査をもとに，交流会のメンバーで検討を進めた結果，
目標 1：もっと子どもたちの食環境を良くしたい
目標 2：大変な生活の中で頑張っている親たちを励ますような実践をしたい

図３．園児の食生活実態調査結果から見えてきた気になる食の様子
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という 2点を目標として掲げることとした。そして，その目標を達成するために，以
下の 3つの柱を立てた。
① 楽しい給食実践 を通して，食材に触れ食べることへの意欲を高める。
②給食職員のスキルを生かして時短 メニュ―の開発 をし，忙しく働く親たちを支え
る。

③食生活で大切にしたいことを広報し， 家庭との連携 の元で食に関する啓発活動を
進める。

上記 2つの目標設定と 3つの柱立ての下で研究を進めるにあたり，8ヶ園全園で，
同一時期に同一食材を使って保育を創る食育実践期間を設け，保育実践の共通化を試
みた。このことにより，同一土俵での実践の振り返りと議論が可能となり，8ヶ園全
体の保育水準の向上を図ることができた。この共通保育実践は 2つあり，実践 1では
春キャベツを共通食材として，園児の食への関心を高めることを目指した「楽しい給
食」実践を展開した。実践 2では夏野菜を共通食材として，栄養士が考案した「時短
レシピ」を提供することで，家庭と園との情報交換・意見交換の促進並びに食に関す
る意識の共有化を目指した。実践 2については，別稿で紹介する（2）。

４．8ヶ園での共通保育実践 1―おいしい春キャベツいただきます―

次頁の⑴～⑻に，実践 1についての 8ヶ園それぞれの実践結果を掲載した。いずれ
も創意工夫を凝らした保育が展開されている。この春キャベツ実践の取り組みを通し
て，全園で園児の「食べ物への関心が高まった」「以前より給食を楽しみにするよう
になった」といった変化が見られ，園児の食への意識を好転させる機会の一つとなっ
たようである。また，給食室と保育室とが連携を強めることで，「『食育』を通して子
どもたちに何を気づかせ，何を感じさせたいのか」について，両者で幅広く考えるこ
とができた。保育士・栄養士の「評価反省」の欄を参照されたい。
「保育園の集団給食＝友だちと一緒に食べる」という行為は，その言葉だけに留ま
らない。これまでは「給食」という時間をただ単に日課の区切りとして位置づけ，「提
供されるものは残さず食べる」ということをねらいとしてきたが，園児が美味しく，
積極的に給食を食べるためには，「食べ物への興味関心」「食べ物にふれあう楽しさ」
「給食ができあがるまでの期待感」が重要であり，それらが「食べる喜び」へと導い
てくれた。また，園児は給食に携わる実体験を通して認識・知識を広げ，感じたこと・
思ったことを話し合って思考を深め，人に対する思いやりまで育んでいった。そして
そこには，保育士のみならず，栄養士・調理員の力添えがあった。普段関わりの少な
い栄養士と園児との交流が，両者の食育に対する前向きな姿勢を形成させたことは興
味深い。
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春キャベツ実践における気づきには，下記のようなことが挙げられる。

そして，私たちは園内のみならず，家庭に向けた食のサポートをしていくべく次の
実践 2へと研究を進めた。

■注
⑴珠川賞は，故珠川善子氏（初代名古屋市保母会長・元名古屋市立保育短期大学長）から愛知県社
会福祉協議会保育士会への寄付金をもとに，保育士会での研究発表に対して研究奨励金が贈呈さ
れるものである。

⑵平松知子・宇都宮美智子・奥村紀子・西川芳子・浅井克子・横地美行・古谷桂子・伊藤明姫・石
橋尚子（2014）8つの園実践がひびきあった食育活動⑵―実践 2並びに給食室と保育室の連携から
見えてきたこと―．椙山女学園大学教育学部紀要，7：（印刷中）．


